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今冬の新型コロナウイルス感染症患者の入院対応等について（依頼） 

 

新型コロナウイルス感染症患者の入院対応等につきましては，日頃格別の御協力を賜り厚く

お礼申し上げます。 

さて，県内での感染者数が１日４千人を超えるなど，今夏の第７波を超える勢いで感染が再

拡大しています。入院者数も過去最多を更新するなど病床のひっ迫は未曾有の状況であり，こ

うした状況を踏まえ，県では１１月３０日に「みやぎ医療ひっ迫危機宣言」を発出しました。 

先月２５日に開催した新型コロナウイルス感染症対応病院長等会議出席者である新型コロ

ナ入院受入病院の病院長等からも，現在の極めて厳しい病床のひっ迫状況が報告されました。 

このことを踏まえ，改めて全ての医療機関（病院）に下記のとおりの運用を御理解いただき，

特段の御高配を賜りますようお願い申し上げます。 

 

記 

１ 自院における入院患者の陽性が判明した場合は，他院への転院調整は現実的に非常に困難

であることから，継続して自院にて入院加療していただきますようお願いします。 

２ 特に，基礎疾患を有する患者のコロナ罹患が増えておりますが，病床がひっ迫している状

況下での転院調整は更に困難であることから，原則として自院での診療継続に御協力をお願

いいたします。 

３ 新型コロナウイルス感染症以外の疾患として，外来受診された患者が新型コロナ陽性と判

明した場合には，他院での入院・外来の調整は上記のように困難であるため，原則として必

要な健康観察・診療（入院を含む。）の実施をお願いいたします。 
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